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「脳梗塞と
   頸動脈狭窄症」
   について

　脳梗塞はまず予防することが重要ですが、万が一発病したときには早期の治療が必要です。当院では2017年9月からSCU
(Stroke Care Unit)という脳卒中専門の病棟を開設して、脳梗塞の超急性期から慢性期にかけて診断、治療、そしてリハビリテー
ションを行うことができる脳卒中センターを運営しています。脳梗塞の診断から治療に関してもお一人お一人に最適な方策を提
供することが可能です。皆様の健康管理のために東京警察病院脳卒中センターをどうぞご利用ください。
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脳卒中発症が寝たきり原因の第１位
脳卒中(特に脳梗塞)治療と予防が重要
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※寝たきり状態
■要介護度５※の主な原因

■脳卒中の病型分類

■脳卒中の主役は脳出血から脳梗塞へ

脳卒中死亡の内訳

■要介護5（寝たきり状態）の主な原因
(厚生労働省:国民生活基礎調査 平成25年より引用)
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6. 頸動脈ステント術（CAS）
　この治療法は近年急速に行われるようになってきた方法
で、局所麻酔で行うことができカテーテルを使用し頸部の狭
窄部にステントという形状記憶合金の筒を留置して血管を内
側から拡張する方法です。術後はMRIを施行することもでき、
日常生活にも全く問題ありません。当院は、低侵襲治療（お体に
負担の少ない治療）である頸動脈ステント術の治療経験が豊
富で、脳梗塞治療として積極的に施行しています。

5. 頸動脈狭窄症の治療
　狭窄度が50％以下であれば内服薬加療が第一選択です。内
服薬加療を行っているにもかかわらず脳梗塞症状を呈した場
合には、外科的治療が必要となります。その方法には2つあり、
以前から施行されている方法は「頸動脈内膜剥離術」です。全身
麻酔が必要であり頸動脈を切り開き、中に付着しているプ
ラークを剥離します。手術手技は確立されており長年頸動脈
狭窄症治療のスタンダードでした。しかし近年ではさらに先
端的な治療が行われるようになってきました。それが頸動脈
ステント術（Carotid artery stenting : CAS）です。

4. 頸動脈狭窄症と脳梗塞の症状
　狭窄が進行してプラークが剥がれて脳に飛んでいってしま
うと様々な症状を呈します。力が入らない(麻痺症状)、歩けない
(歩行困難)、手足がしびれて動かせない(感覚障害を伴う運動機
能障害)、ろれつが回らない(構語障害)、言葉が話せない(失語症)
などです。特に血管が90％以上も狭くなると脳血流が低下し
て一時的に症状を呈することがあります(一過性脳虚血発作)。

3. アテローム血栓性脳梗塞の原因
 　 となる頸動脈狭窄症
　糖尿病や高コレステロールなどにより血管の内側にプラー
クと呼ばれる沈着物が付着して来ると、内頸動脈を狭くしてア
テローム血栓性脳梗塞の原因になります。また内頸動脈が突然
閉塞すると生命にも関わる重大な脳梗塞を生じることにもな
り、早期に頸動脈エコーやMRI検査を受け頸動脈をチェックし
て動脈硬化の程度を把握し脳梗塞を予防することが重要です。

2. 脳梗塞の分類
　脳梗塞は大きく３つに分類されます。1番目が細い動脈がつ
まるラクナ梗塞、2番目が比較的太い動脈がつまるアテローム
血栓性脳梗塞、そして3番目が心臓など脳以外の場所にできた
血栓(血の塊)が脳の血管をつめてしまう脳塞栓症です。かつて
日本では比較的症状が軽いラクナ梗塞が多かったのですが、
食生活や生活習慣の変化などにより、現在では症状が中等症
から重症であるアテローム血栓性脳梗塞が増加してきてい
ます。

1. はじめに
　よく耳にする脳卒中という病名は脳梗塞、脳出血、くも膜
下出血などの総称です。以前は日本人の死亡原因の第1位は
脳卒中でしたが、現在では第4位になっています。しかし実は
後遺症のために寝たきりになる原因の第1位は脳卒中であり、
特に脳梗塞に罹患する患者さんの数は近年増加しており、そ
れ故この疾患を予防することが非常に重要です。今回は脳の
血管が閉塞する（つまる）ことにより脳細胞に障害が及ぶ脳
梗塞と、その重大な原因のひとつである頸動脈狭窄症に関し
てご説明いたします。
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